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第１章 計画の目的と位置づけ 

 

１-１．計画策定の目的 

 

計画策定の目的 

平成２８年度(2016)に策定した第二次川越市観光振興計画（以下、「現計画」という。）は、観光立

国を目指す国の施策のもと、増加する訪日外国人を受け入れるべく、インバウンド施策に重点的に取り

組むとともに、本市における新たな地域資源の発掘と他地域との広域連携により、国内外にも認知され、

市民が誇れる観光都市の実現を目指しており、令和７(2025)年度までの１０年間を計画期間としてい

ます。 

 

計画改訂の目的 

現計画の計画期間内においては、「５年を区切りとして計画の適切な進捗管理及び社会経済情勢など

の変化の把握に努め、必要に応じて計画の見直しを行います。」としています。 

現計画策定以降、新型コロナウイルス感染症の世界規模での爆発的拡大が本市にも甚大な影響をもた

らしました。 

また、SDGs をはじめとする新たな視点が必要になっていることや観光客増加に伴う負の影響が課題

となっており、現計画を見直す必要性があります。 

これらを踏まえた見直しを行うとともに、令和３年度を始期として策定された「第四次川越市総合計

画後期基本計画」との整合性を図り、ポストコロナにおける本市観光施策を推進するため、現計画の中

間見直しを実施することとしました。 

なお、当初は令和２(2020)年度に中間見直しを実施する予定でしたが、新型コロナウイルス感染症

の影響により延期し、令和３(2021)年度から令和 4(2022)年度にかけて実施することとしました。 

 

１-２．計画期間 
 

現計画の計画期間は、10 か年（平成 28(2016)年度～令和 7(2025)年度）としています。 

また、現計画の適切な進捗管理及び社会経済情勢などの変化の把握に努めたうえで中間見直しを行い、

令和 4(2022)年度から令和 7(2025)年度の 4 年間は本改訂版に基づき、各種施策を推進します。 
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【第四次川越市総合計画 前期基本計画】 
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【第四次川越市総合計画 後期基本計画】

（令和３～令和 7 年度の５年間） 

【第二次川越市観光振興計画】 

（平成 28～令和 7 年度の 10 年間） 

改訂版 

（令和 4～7 年度の 4 年間） 
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１-３．計画の位置づけ 
 

上位計画である第四次川越市総合計画や関連する諸計画との整合性を図りながら、本市の観光振興の

基本的な考え方を示すとともに、その実現に向けた具体的な施策を示す計画とします。 
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第２章 現計画の評価  
２-１．現計画の中間評価  

施策の評価 

現計画は、４つの基本方針に基づいて政策・施策に分類し、個別の観光関連事業を実施しています。 

現計画策定から５年が経過した令和２年度末時点における基本方針別、政策別にまとめた各施策の進

捗状況評価は以下のとおりです。  
進捗状況評価の方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

進捗状況評価の見方 

評価 Ａ      

達成率 100％ 75～99% 50～74% 25～49% 1～24% 0%  
進捗状況評価（基本方針別・政策別） 

 
 

基本方針１ 新たな観光をつくりだそう 
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基本方針1 全体

政策⑴観光資源の発掘・磨き上げ(6事業)

政策⑵新たな観光への取組(6事業)

政策⑶観光と他産業との連携(12事業)

政策⑷教育機関との連携(4事業)

政策⑸旅行会社、交通事業者との共同企画の開発(2事業)

政策⑹観光エリアの拡大(11事業)

政策⑺他地域との連携による観光誘客(4事業)

 A  B  C 

基本理念 

 D 

基本方針 

  
政策 

E 

施策 

事業 

現計画は、基本理念、基本方針、政策、施策の４つで構成されてい
ます。 

施策には、庁内各課で実施している事業が紐づいています。 
事業の進捗状況については、事業を所管している庁内各課に毎年調

査しています。 
その達成率（0%～100％）に基づいて A から F までの評価を行

い、各施策がどの程度進捗しているかの確認を行っています。 

計画書の 
構成部分 

F 
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基本方針２ 外国人が一人でも楽しめる川越を演出しよう 

 

 

基本方針３ 安心して観光を楽しめる環境をつくろう 

 
 

基本方針４ 市民の視点で観光まちづくりを進めよう 
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くり(12事業)

政策⑶伝統文化の発信による観光誘客(6事業)

政策⑷誰もが利用しやすい観光案内サービスの推進(4事
業)
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政策⑷滞在型観光の推進(6事業)

政策⑸リピーターを増やす仕掛けづくり(10事業)

政策⑹観光キーマンの育成(5事業)
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政策⑵まち全体で取り組む受入環境の整備(5事業)

政策⑶情報発信の戦略検討(7事業)

⑵政策 外国人観光客を温かい気持ちで迎える観光まちづくり（12 事業）

⑷政策 誰もが利用しやすい観光案内サービスの推進（４事業）
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 進捗状況評価に E または F が含まれていた政策の原因分析及び今後の対応 

 

政策 No 政策名 原因分析 今後の対応 

基本方針１ 

政策⑴ 

観光資源の発掘・磨

き上げ 

日本遺産認定事業について、申請を取

りやめることとしたため 

日本遺産の認定としてい

た指標を変更 

基本方針 2 

政策⑴ 

時勢を捉えた国内外

への情報発信 

予定していた海外プロモーションの実

施が新型コロナウイルスにより困難と

なったため 

他施策に統合を予定 

→見直しポイント①（P19） 

基本方針 2 

政策⑵ 

外国人観光客を温か

い気持ちで迎える観

光まちづくり 

①予定していたインバウンドセミナー

が新型コロナウイルスにより実施でき

なかったため 

②商店街免税手続一括カウンター設置

推進事業の実施をとりやめることとし

たため ①オンラインによる方法

等での実施を推進 

→見直しポイント①（P19） 
②カウンター設置として

いた指標を変更 

基本方針 3 

政策⑴ 

快適なまち歩き空間

の創出 

町並み整備事業や歴史的建造物の整備

事業について、進捗に遅れが生じてい

るため 

計画期間内の完了に向け

て事業を推進 

基本方針 3 

政策⑷ 

滞在型観光の推進 歴史的地区環境整備街路事業や民泊推

進事業について、進捗に遅れが生じて

いるため 

計画期間内の完了に向け

て事業を推進 

 

 進捗状況評価全体を踏まえた今後の見通し 

 

基本方針１はＡからＣの評価が多かったこと、基本方針４はＥ及びＦの評価がなかったことから、概

ね順調に進捗している反面、基本方針２及び３はＤからＦの評価がやや多い結果となりました。 

新型コロナウイルス感染症の影響により、訪日外国人旅行者（インバウンド）の動向については、本

計画期間中にどの程度まで回復するか、不透明な状況にあります。一方、国内観光客については、「マイ

クロツーリズム（注1）」が推奨されたこと等を踏まえ、首都圏内に位置する本市の強みが発揮されて全国

の観光地より比較的早く回復すると見込まれ、国内観光客の増加に関する課題が本計画期間中に再現す

る可能性が高いと考えられます。 

こうしたことから、インバウンドに関連する「基本方針２ 外国人も楽しめる川越を演出しよう」に

係る政策・施策については、ICT を活用したプロモーションに切り換えるとともに、いつインバウンド

が再開してもいいように東京 2020 オリンピック・パラリンピックのために整備してきた受入環境等を

活用するとともに、観光客の増加対応に関連する「基本方針３ 安心して観光を楽しめる環境をつくろ

う」に係る政策・施策への比重も高めていく必要があります。 

                                                     
（注1）マイクロツーリズム：コロナ禍において提唱された、三密（密閉・密集・密接）を避けながら、地元や近隣地域 

で安全安心に過ごす旅行を指す。 
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中間目標値の評価 

 現計画においては、平成 26(2014)年の実績値を基準値として、中間年の令和２(2020)年及び計画

終了時の令和 7(2025)年の目標値を設定しました。 

 平成 27(2015)年から令和 2(2020)年までの実績値及び中間目標値に対する評価は以下のとおりで

す。 

 

 

No 指標 

H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R7 

2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2025 

基 準値 実 績値 実 績値 実 績値 実 績値 実 績値 実 績値 
中間 

目 標値 
中間 

評価 
最終 

目 標値 

1 
観光客数 
（万人） 

657.9  664.5  704.0  662.8  734.2 775.7 385.0  720.0  × 750.0  

2 
観光客のリピ
ーター割合
（%） 

46.3  46.3  47.7  48.7  50.7  53.2 64.5 50.0  ○ 60.0  

3 
外国人観光客
数の割合（%） 

1.1  1.7  2.4  2.9 3.8 4.0 1.0  2.5  × 3.0  

4 
観光時間半日以

上の観光客割合

（%） 
55.6  56.3  57.0  54.3  57.2  66.8 69.5  60.0  ○ 65.0  

5 
宿泊観光客割
合（%） 

2.8  2.8  2.5  3.1  2.7  5.5 4.7 3.5  ○ 4.0  

6 
観光地立ち寄
り箇所(箇所) 
※① 

4.4  4.3  4.3  4.3  4.2  3.5  3.8  6.0  × 8.0  

7 
平均観光消費
額（円） 

4,166  4,073  4,045  4,204  3,830  4,376  4,065  5,000  × 5,200  

8 
市民の観光に
対する重要度 
※② 

新たな観光事業の推進 0.73 
観光環境の整備      0.79 
※重要度の平均値    0.91 

観光の振興    0.81 
※重要度の平均値 0.92 

全体の

平均値

以上 
× 

全体の

平均値

以上 

※数字の下線部は、中間目標値を達成している実績値を指します。 
 
※①「観光地立ち寄り箇所」について 

観光アンケート調査において、今回の川越観光で何ヶ所の観光スポットに立ち寄ったかを聞き取り、その平均値を「観光地立ち寄り

箇所」として算出しています。 

 

※②「市民の観光に対する重要度」について 

川越市総合計画の策定時期に「川越市市民満足度調査」を実施しており、当該計画に位置付ける施策毎に市民の方々にとっての「重

要度」及び「満足度」を調査しています。本計画においては、当該調査における観光の施策の重要度（平成 26 年は「新たな観光事業

の推進」が 0.73、「観光環境の整備」が 0.79）が施策全体の平均値（平成 26 年は 0.91）を上回ることを目標としています。 
 

  

令和 2 年までの実績値と中間評価 
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中間評価の補足説明 

No.１ 観光客数 

実績値に基づき、評価は「×」としました。 

しかしながら、令和２年に中間目標値を下回ったのは、コロナ禍が理由であり、それまでの平成３０

年、令和元年で中間目標値を上回っていることから、収束と共に再上昇すると考えられます。 

 

No.２ 観光客のリピーター割合 

 令和２年に中間目標値を大きく上回っているのは、コロナ禍によってマイクロツーリズムが推奨され

たことにより、近隣からの観光客が繰り返し訪れたためと推測できますが、令和元年の時点で既に中間

目標値を上回っていることから、評価は「○」としました。 

 

No.３ 外国人観光客数の割合 

 実績値に基づき、評価は「×」としました。 

しかしながら、令和２年に中間目標値を下回ったのは、コロナ禍が理由であり、それまでの平成２９

から令和元年に掛けて中間目標値を上回っていることから、収束と共に再上昇すると考えられます。 

 

No.４ 観光時間半日以上の観光客割合 

 コロナ禍によって近隣からの観光客が増加したため、観光時間も伸びたものと推測できますが、令和

元年の時点で既に中間目標値を上回っていることから、評価は「○」としました。 

 

No.５ 宿泊観光客割合 

 コロナ禍によって全体の観光客が減少したため、相対として比率が上昇したと推測できますが、令和

元年の時点で既に中間目標値を上回っていることから、評価は「○」としました。 

 

No.６ 観光地立ち寄り箇所 

 実績値に基づき、評価は「×」としました。 

 

No.７ 平均観光消費額 

 実績値に基づき、評価は「×」としました。 

 

No.8 市民の観光に対する重要度 

 実績値に基づき、評価は「×」としました。 
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２-２．戦略的重点施策の評価  
戦略的重点施策の概要 

現計画の計画期間１０年間のうち、計画策定した平成２８年度から令和２(2020)年度までの５年間

において、優先度が高く、短期集中的に実施する必要性が高い施策を「戦略的重点施策」として位置づ

けました。 

 

 

                      戦略的重点施策３ 安心してゆったり滞在できる環境整備の促進 

・まち歩き空間の快適性向上 

・夜の観光を楽しめる環境整備 等 

施策 42 一番街周辺の交通円滑化方策の検討 
施策 51 夜の観光の推進 
施策 52 宿泊観光の推進 
施策 56 観光ガイドの育成 

戦略的重点施策１ 多様化するニーズに対応した観光誘客 

・観光資源の発掘、磨き上げ 

・観光客を呼び込む仕掛けづくり 等 

施策 1 市内及び川越ゆかりの地の観光資源の調査分析 
施策 6 コンベンション誘致の推進 
施策 13 若者を呼び込むための仕掛けづくり 

戦略的重点施策２ 東京オリンピックを契機としたインバウンド施策の推進 

・外国人観光客への情報発信 

・外国人観光客の受入環境整備 等 

施策 25 外国人観光客に向けた情報発信 
施策 27 外国人観光客への接遇の向上 
施策 28 外国人観光客の受入環境の整備 
施策 29 観光施設の多言語化 
施策 30 文化の違いへの対応 

戦略的重点施策４ 市民参加による観光まちづくりの推進 

・市民の観光参加の場づくり 

・まち全体で取り組む受入環境整備 等 

施策 60 市民参加型・交流型観光事業の実施 
施策 61 市民に向けた観光情報の提供 

戦略的重点施策 
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戦略的重点施策の評価 

現計画策定から５年経過した令和２年度末時点における戦略的重点施策の評価は以下のとおりです。 

 

 

 

「１．多様化するニーズに対応した観光誘客」では、関係団体と協力した、着物が似合う町川越を目

指した取組みや縁結び等の施策により、若年層の呼び込みが成果を出しました。 

「４．市民参加による観光まちづくりの推進」については、既に完了した事業が複数あること等によ

り、達成評価として高かったものの、それ以外（戦略的重点施策１～３）については、達成度が５０％

未満である D 以下の評価が残りました。 

また、ＢからＦの評価となった事業について、今後は戦略的重点施策としての位置づけからは外れま

すが、インバウンドに係る事業については、コロナ禍収束後の訪日外国人旅行者の受け入れ再開を見越

して、新しい生活様式に即したプロモーション、多言語化対応や食習慣・食文化への対応を推進すると

ともに、受入環境の整備を拡充する必要があります。 

その他、市内及び川越ゆかりの地の観光資源の調査分析（F 評価）、宿泊観光の推進（E 評価）、一番

街周辺の交通円滑化方策の検討（D 評価）等の評価が低かったことから、計画期間内に関係各課と協議

しながら対策を講じていく必要があります。 

  

A

A

A

A

B

B C

C

D

D

E

E

F

F

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.多様化するニーズに対応した観光誘客（3事業）

2.東京オリンピックを契機としたインバウンド施策の推進
（15事業）

3.安心してゆったり滞在できる環境整備の推進（4事業）

4.市民参加による観光まちづくりの推進（4事業）

2.東京オリンピックを契機としたインバウンド施策の推進（１５事業） 

3.安心してゆったり滞在できる環境整備の促進（4 事業） 
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第３章 川越市を取り巻く環境 
 

３-１．本市における社会状況 

 現計画の中間見直しを行うにあたり、計画策定以降に新たに生じた観光を取り巻く環境や少子高齢化

社会をはじめとする重要な背景等について、主に以下の８つの点を踏まえる必要があります。 

 

ＳＤＧｓ（注2） 

平成 27(2015)年９月、国連持続可能な開発サミットが開催され、令和 12(2030)年に向けた国際

社会全体の行動計画である「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」が採択されました。同アジェ

ンダでは、宣言に加え、１６９の関連ターゲットを伴う１７の目標が掲げられました。 

 

SDGs１７の目標 

 
 

この目標が「持続可能な開発目標(SDGs)」であり、SDGs の達成に向けては、地方自治体を含めた

幅広い主体が連携して取り組むことが重視されています。 

本市においても、広く SDGs の視点を意識した取組が求められており、本計画における施策全般にお

いても、SDGs を踏まえて推進していく必要があります。 

 下表は、本計画の施策に関連する主な目標です。 

本計画 ＳＤＧｓ 

施策 主な目標 ターゲット 

施策 47 

快適な公衆トイレの整備 

 

6.2 

2030 年までに、すべての人々の、適切かつ平等な下

水施設・衛生施設へのアクセスを達成し、野外での排

泄をなくす。女性及び女児、ならびに脆弱な立場にあ

る人々のニーズに特に注意を払う。                                                    
（注2）SDGs： Sustainable Development Goals の略。 



１１ 

 

施策 63 

観光協会、商工会議所、DMO、商店街等と

の連携強化 
 

8.9 

2030 年までに、雇用創出、地方の文化振興・産品販

促につながる持続可能な観光業を促進するための政

策を立案し実施する。 

施策 45 

観光客の増加対応 

 

11.3 

2030 年までに、包摂的かつ持続可能な都市化を促進

し、すべての国々の参加型、包摂的かつ持続可能な人

間居住計画・管理の能力を強化する。 

施策 58 

川越まつりの継承 

施策 59 

伝統芸能の保存と後継者育成 

11.4 

世界の文化遺産及び自然遺産の保護・保全の努力を強

化する。 

施策 45 

観光客の増加対応 

 

12.b 

雇用創出、地方の文化振興・産品販促につながる持続

可能な観光業に対して持続可能な開発がもたらす影

響を測定する手法を開発・導入する。 

※本計画の直接的な施策としてはないが、

（一社）DMO 川越が「観光地域づくりを行

う関係者の調整及び合意形成」を事業として

いることから関連付けられる。  

17.17 

さまざまなパートナーシップの経験や資源戦略を基

にした、効果的な公的、官民、市民社会のパートナー

シップを奨励・推進する。 

 

新型コロナウイルス 

令和元(2019)年は７７５万７千人（外国人は３１万３千人）であった川越市入込観光客数が、令和

２(2020)年の年初に始まった新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響により３８５万人となり（う

ち、外国人観光客は３万９千人）、対前年比５０．４％減（外国人観光客は前年比８７．５％減）、令和

３(2021)年は…【確定次第更新】 

 

本市の入込観光客数 

 
なお、現計画の施策に紐づき本市で実施している１３２の観光関連事業について、新型コロナウイル
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ス感染症の影響を所管部署に調査したところ、８１事業（６１％）に影響があることが判明しました。 

 

 

 

カーボンニュートラル（注3） 

令和２(2020)年 10 月、政府は 2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、「カ

ーボンニュートラル」を目指すことを宣言しました。 

「カーボンニュートラル」の達成のためには、温室効果ガスの排出量の削減並びに吸収作用の保全及

び強化を進める必要があります。 

本市においても、令和３(2021)年５月、「小江戸かわごえ脱炭素宣言」を表明し、2050 年脱炭素社

会の実現を目指して、地球温暖化対策に取り組むこととしています。 

  

  

  

ＩＣＴ（注4） 

我が国が抱えるさまざまな課題に対応するため、地方創生をはじめとする社会の各分野におけるＩＣ

Ｔの効果的な活用が不可欠とされています。 

観光庁においても、今後のコロナ禍からの観光需要の回復を見据えて、デジタル技術の利用やＩＣＴ

の導入をはじめ、「ＤＸ推進による新たな地域観光モデルを構築することにより、これまでにない観光コ

ンテンツ及びエリアマネジメントの創出・実現を目指します。」としており、本市においても、これらを

踏まえた観光振興を図っていく必要があります。 

 

 

 

少子高齢化 

総務省によると、本国の総人口は平成２０(2008)年をピークに平成２３(2011)年以降は一貫して減

少しており、令和３年９月１５日現在の総人口は１億２，５２２万人と前年同月比で５１万人減少して

いる一方、６５歳以上の高齢者人口は３，６４０万人と前年比で２２万人増加し、総人口に占める割合

は２９．１％、前年同月比では０．３ポイント増加し、過去最高となりました。 

また、厚生労働省が発表した 2020 年の人口動態統計によると、合計特殊出生率は１．３４と５年連

続で低下し、コロナ禍の影響もあり、2021 年はさらに低下することが懸念されています。 

また、本市の人口（令和３年１１月１日現在）は３５万人台ですが、「川越市人口ビジョン」（平成２

８年１月策定）において、令和４２(2060)年には２０%程度減少し、２７万人台にまで低下すると推

測しています。 

                                                    
（注3）カーボンニュートラル：二酸化炭素の排出削減に最大限取り組んだ後、どうしても排出しなければならない二酸化炭

素の排出量を森林等による二酸化炭素吸収量や二酸化炭素を回収して貯留する技術による除去量とで差し引きをし

て、実質ゼロの状態にすること。 
（注4）ICT：Information and Communication Technology の略。情報通信技術のこと。 

 関連施策  施策１８、施策３６、施策５０ 

 関連施策  施策２０、施策４１、施策４３ 

 関連施策  施策５４、施策６０ 

 関連施策  施策２５、施策３６ 
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観光客増加 

現計画策定時点においても、主に休日を中心に観光客が特定の地域に過度に集中することによる交通

の安全性の低下や交通渋滞が課題となっており、「政策 3-⑵安全かつ円滑なまち歩きの実現」に位置付

けて着実に成果をあげていくことが求められています。 

しかしながら、現計画策定以降、交通関連の課題に加えて、観光客によるゴミのポイ捨てや食べ歩き

等のマナー問題が常態化する等、新たな課題も発生、顕在化しており、今後は、新型コロナウイルス感

染症の予防薬等の普及が進み、当該感染症の収束が見込まれる中、リバウンド（急激な回復）も加わり、

負の影響の発生が懸念されています。 

国（観光庁）は、訪日外国人旅行者の急激な増加を一因とするオーバーツーリズムが進んでいること

等に伴い、令和元(2019)年６月に持続可能な観光の推進に向けた今後の取組の方向性について整理し

た「持続可能な観光先進国に向けて」を公表し、令和２(2020)年６月には「日本版持続可能な観光ガ

イドライン」を発行しています。 

これらを踏まえ、本市においてもこれまで以上に地域経済の活性化と市民生活の質の維持・向上との

両立を図るための観光地マネジメントが求められています。 

 
 
 

グリーンツーリズム（注5）（農業との連携） 

本市の農業は県内上位の農業産出額を占めており、現在は「川越市農業振興計画」に基づき、農業振

興に係る各種施策を推進しています。その中には、農業ふれあいセンターを中心に、周辺の自然的景観

や、農業とのふれあいをコンセプトとしたグリーンツーリズムを推進するプロジェクトである「蔵 in ガ

ルテン川越」が位置付けられており、令和４年度には、新たな拠点としてリニューアルオープンします。 

今後は、新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、観光客の分散化、観光資源の多様化をさらに推

進していく必要があり、農業ふれあいセンターや農業体験施設の活用など、農業との連携を更に推進し

ていくことが重要となります。 

 
 
 

ＤＭＯ川越 

平成２７年度に開始された、観光庁によるＤＭＯ（注6）（現在は「観光地域づくり法人」に名称変更）

の登録制度を踏まえ、本市においても、平成３０年１１月に一般社団法人ＤＭＯ川越が設立されました。 

令和元年８月に「観光地域づくり候補法人」として観光庁に登録され、現在は「観光地域づくり法人」

への本登録を目指しています。（令和４年 1 月現在） 

新たな観光関連団体として、「（一社）ＤＭＯ川越観光戦略」（令和３年８月策定）に基づいた観光事

業を推進しており、本市の観光振興の一翼を担っています。 

 

                                                    
（注5）グリーンツーリズム：農山村に滞在のうえ、農産物の収穫体験や地域住民との交流を図る活動。 
（注6）DMO:Destination Marketing/Management Organization の略で、様々な地域資源を組み合わせた観光地の一体的なブ

ランドづくり、情報発信・プロモーション、マーケティング、戦略策定等を行う観光地域づくりの推進主体。 

 関連施策  施策１８、施策４０、施策４２、施策４５、施策５０ 

 関連施策  施策６３、施策６７ 

 関連施策  施策７、施策８、施策９ 
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３-２．本市の観光事業における課題 
 本市の観光事業における今後の課題を整理すると、以下のようになります。 

 

観光資源の発掘、魅力の向上 

市内には、農業体験や伝統産業に触れることができる体験型観光、市中心部以外の観光スポット、

各地域に根付く伝統的な行事・お祭りといった、観光客に知られていない資源が残っています。 

これら観光資源の発掘、磨き上げを行うためには、農業、商業、工業、の連携を軸に、グリーンツ

ーリズム、景観の保全、歴史的・文化的価値を積極的にアピールすることが重要となります。 

 

観光コンテンツの評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成３０年度 一般社団法人ＤＭＯ川越 川越マーケティング調査事業報告書 

 

観光客の滞在時間の延長、観光周遊エリアの拡大 

観光客の滞在期間は日帰り観光客が 9 割以上であり、宿泊を伴う経済効果が低い状況です。観光時

間について、近年は半日以上滞在している割合が若干増加しているものの、夜間まで滞在する観光客

は少ない状況です。 

そのため、夜間まで滞在時間を延伸させ、宿泊する機会の創出に繋げていくことが引き続きの課題

となります。 

また、立ち寄り観光地は、蔵造りの町並みや時の鐘、菓子屋横丁等がある市中心部に集中しており、

グリーンツーリズムを推進する伊佐沼地区をはじめとして、観光周遊エリアの拡大及び分散化を図る

ことも重要となります。 
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観光客の滞在期間 

（N=2,893） 

観光客の観光時間 

(N=2,575) 

  

資料：川越市観光アンケート調査（令和 2 年） 

観光環境の整備 

観光客の本市への要望は、「交通の安全性の向上」を求める意見が最も多く、「駐車場の整備」、「ト

イレの整備」、「ゴミ箱の整備」など、観光環境の整備に関するものが多くなっています。 

 

観光客の要望 

(N=3,420) 

 

資料：川越市観光アンケート調査（令和 2 年） 

 

観光客の誘客促進のための情報発信 

本市を訪れる観光客は、県内及び関東地方からの来訪者が多く、コロナ禍となるまでの外国人観光

客は台湾、中国、韓国などからの旅行者が多かった状況です。観光客の情報入手については、テレビ・

ラジオのメディアが最上位であるものの、近年はソーシャルメディア（YouTube、Facebook、

Instagram、Twitter 等）の割合が増加しており、入手する情報媒体の多様化が進んでいます。 

今後も観光客の国別や趣味・嗜好等に合わせた情報発信をさまざまな手法により継続的に行ってい

くことが重要となります。 
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また、観光とそれに伴う移動をワンストップで検索、予約、決済できるＭａａＳ（注7）を推進するこ

とで来街・周遊しやすい環境づくりをしていくことが重要です。 

 

ＳＮＳ調査 川越関連の頻出語 

 

出典：平成３０年度 一般社団法人ＤＭＯ川越 川越マーケティング調査事業報告書 

 

ＳＮＳ調査 主な消費関連の頻出語 

 

出典：平成３０年度 一般社団法人ＤＭＯ川越 川越マーケティング調査事業報告書 
                                                    

（注7）MaaS：Mobility as a Service の略。地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して、複数 

  の公共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービスを指す。 
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外国人観光客の受入環境整備 

新型コロナウイルス感染症が収束し、現在（令和４年１月時点）実施されている入国制限が本格的

に解除された際には、訪日旅行を期待していた外国人観光客が短期間に多く来訪するリバウンド（急

激な回復）が想定されます。 

回復後の外国人観光客を適切に受け入れるため、引き続き、多様なニーズに対応する受入環境の整

備が重要となります。 

 

地域内外の連携強化 

本計画の施策を推進していくためには、市、観光協会、商工会議所、DMO をはじめとした観光関

連団体や、商店街、市民との連携が不可欠であり、常に情報共有を図っていく必要があります。 

また、地域における経済波及効果を高めるためには、他地域にわたる広域的なネットワークを構築

し、他の自治体や観光事業者と連携した広域観光の推進が重要となります。 
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３-３．SWOT 分析（注8）による「強み」・「弱み」と観光振興の展開方法  
 プラス要因  マイナス要因 

内 

部 

環 

境 

強 み Strengths 

東京から 30 分の立地特性 

豊富な観光資源 

観光地としての周囲からの関心の高さ 

中心市街地住民の観光振興への関心の高さ 

江戸の文化が息づく町並み 

ユネスコ無形文化遺産川越まつり等の伝統行事 

川越駅西口（ウェスタ川越・U-PLACE）のまちづくり

東京 2020 オリンピック・パラリンピックレガシー 
 

 弱 み Weaknesses 

立地特性による宿泊観光客の少なさ 

北部中心市街地における交通の安全性の不足 

郊外の観光資源の未活用 

中心市街地への観光資源の集中 

地域内外での連携不足 

観光に関する・専門人材の不足 

外国人観光客に対する受入環境整備の不足 

観光客増加に伴う交通・環境関連の課題の増加 

デジタル技術やデータの活用不足 

    

外 

部 

環 

境 

機 会 Opportunities 

鉄道５社による相互直通運転の開始 

圏央道開通による交通網の利便性向上 

他自治体と共通のテーマを通じた新たな連携 

北条５代、太田道灌大河ドラマ化に向けた動き 

一般社団法人ＤＭＯ川越の設立 

農業ふれあいセンターリニューアルオープン 

旧川越織物市場の整備 

マイクロツーリズムの確立 

 脅 威 Threats 

人口減少等の社会経済情勢の変化 

他の観光地との競争の激化 

伝統文化の継承や担い手の不足 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大及び経済の停滞 

近隣自治体による地域特性を活用した多様な観光政策 

 

 

   

                                                   
（注8）SWOT 分析：外部環境や内部環境を、強み（Strengths）、弱み（Weaknesses）、機会（Opportunities）、脅威（Threats）

の 4 つのカテゴリーに分け、要因分析する方法。 

特に克服すべき「弱み」 

○立地特性による宿泊観光客の少なさ 

○北部中心市街地における交通の安全性

の不足 

〇地域内外での連携不足 

○外国人観光客に対する受入環境整備の

不足 

特に生かすべき「強み」 

○東京から 30 分の立地特性 

○豊富な観光資源 

○観光地としての周囲からの関心の高さ 

○中心市街地住民の観光振興への関心の

高さ 

○江戸の文化が息づく町並み 
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第４章 中間見直し  
４-１．中間見直しの方法 
 中間見直しにあたり、「基本理念」及び「基本方針」については、策定時の内容を継承しています。 

 また、「政策」については必要に応じて名称変更のみ行い、「施策」については、現計画策定以降の観

光を取り巻く環境の変化等を踏まえた内容変更を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※上記ヒエラルキー内の数字は、本計画書内にある政策や施策等のそれぞれの数  
４-２．中間見直しのポイント 
 本市の観光を取り巻く環境の変化や中間評価を踏まえ、策定時の計画から、主に以下の内容に係る施

策等の見直しを行いました。 

 なお、見直し後の施策については、「第 5 章 観光振興計画」をご参照ください。 

 

 見直しポイント①  新型コロナウイルス感染症に係る見直し 

 新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、当面は実施できない施策は当面中止するとともに、 

非接触に対応したＩＣＴを活用する施策に見直しました。 

 

 

※現計画策定時に施策とした「海外プロモーションの実施」及び「連休の有効活用」は見直しにより、施策から除外しました。 

 

 

計画の体系 見直し方法 

施策 

政策 

現計画策定時の考え方を継承

し、必要に応じて名称変更 

観光を取り巻く環境の変化 

等を踏まえて内容変更 
70 

（改訂前は 75） 

 

基本方針 

4 

関連課題 （４）観光客の誘客促進のための情報発信 

基本理念 

21 

1 

見直した施策  施策２５ 



２０ 

 

 見直しポイント②  観光客の増加対応に係る見直し 

 これまで、観光客の増加対応については交通関連の施策のみでしたが、「観光客の増加対応」として新

たに施策を追加し、現計画策定以降に顕著になった「ゴミのポイ捨て」、「道路汚損」等の課題に係る対

策も含める形で見直すとともに、休日等の特定時期に観光客を誘客する施策は当面取り組まないことで

見直しました。 

 

 

  
 

 

 見直しポイント③  農業との連携に係る施策の見直し 

 農業ふれあいセンターのリニューアルオープンに伴うグリーンツーリズムの推進等に基づき、農業と

の連携に係る施策を見直しました。 

 

 
 

 

 見直しポイント④  ＤＭＯ川越の設立に伴う見直し 

 一般社団法人ＤＭＯ川越の設立（平成 30 年 11 月）に伴い、各種施策や役割等に新たに「ＤＭＯ川

越」を追加する見直しを行いました。 

 

 
 

 

 見直しポイント⑤  川越まつりの施策の見直し 

 ユネスコ世界無形文化遺産に登録された川越まつりの保存継承と魅力発信をさらに推進するため、施

策の見直しを行いました。 

 

 

 

 

 見直しポイント⑥  事業完了に伴う他施策への統合等の見直し 

 既に事業が完了した施策について、他施策との統合や文言の修正等による見直しを行いました。 

 

  

   

※施策１７は本計画策定時に施策とした「新たな交通網の発展に応じた観光誘客の推進」を当施策に統合したもの    
令和７年度までの４年間においては、見直しポイント①から⑤で見直した施策を重点的に実施します。 

 関連課題 （１）観光資源の発掘、魅力の向上 見直した施策  施策７、施策８、施策９ 

 関連課題 （１）観光資源の発掘、魅力の向上 見直した施策  施策３３、施策５８ 

 関連課題  （３）観光環境の整備 

      （４）観光客の誘客促進のための情報発信 

 関連課題 （６）地域内外の連携強化 

見直した施策  施策 4５ 

※新たな施策として追加 

見直した施策  施策６３ 

関連課題  （５）外国人観光客の受入環境整備 

      （６）地域内外の連携強化  見直した施策  施策１３、施策１７、 

施策５１、施策５６、 

施策６０ 
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第５章 観光振興計画  
５-１．基本理念・基本方針 

本計画において、本市が具体的に取り組む施策の基本理念については、次のように定めます。 

 

   
 

 

本市の地域特性や観光の現状、施策の実施状況、基本理念を踏まえたうえで、本計画の実現に向けた

基本方針を次のように定めます。 

 

基本方針１ 新たな観光をつくりだそう 

農業、商業、工業との連携を軸に、歴史や伝統文化を生かし、観光資源の発掘・磨き上げ等によ

り観光地の魅力及び質の向上を推進します。 
 

 

基本方針２ 外国人も楽しめる川越を演出しよう 

 日本人はもとより、外国人が気軽に川越を訪れ、自由にまち歩きを楽しむことができるような町

を演出するとともに、国内外へ向けた情報発信力の強化を図ります。また、時勢を捉えたインバウ

ンド事業を推進し、外国人観光客に対してやさしい観光まちづくりを目指します。 
 

 

基本方針３ 安心して観光を楽しめる環境をつくろう 

川越の観光を安心して楽しんでもらえる環境を整備するため、ハードとソフトの両面から受入環

境の向上を推進します。また、次世代の観光を担う人材の育成を推進します。 
 

 

基本方針４ 地域全体で観光まちづくりを進めよう 

 多くの関係者が観光事業に関わることで、地域全体で観光まちづくりを推進し、新たなサー

ビスや魅力を生み出すことを目指します。   

 

世界に発信しよう︕EDO が粋
いき

づくまち 小江戸川越 

 基本理念 
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５-２．政策・施策  

 

　　基本理念

施策  1 市内及び川越ゆかりの地の観光資源の調査分析

施策  3 伝統芸能の活用

施策  4 映像コンテンツを活用した観光施策

施策  6 コンベンション誘致の推進

施策  7 農業を生かした観光振興

施策  8 グリーンツーリズムの推進

施策  9 川越産農産物のブランド化

施策10 体験型産業観光の推進

施策11 伝統工芸の活用

施策12 特産品等のブランド化

施策13 若者を呼び込むための仕掛けづくり

施策15 小・中学校の校外学習の推進

施策16 着地型観光の推進による川越観光ツアーの誘致

施策17 交通事業者との連携

施策18 郊外エリアへの誘客促進

施策19 水辺空間のネットワーク化

施策21 季節の花を楽しむ場の創出

施策22 公園の環境整備の促進

施策23 広域観光の推進

施策24 共通のテーマを生かした広域観光の推進

施策25 外国人観光客に向けた情報発信

施策26 日本在住外国人への情報発信

施策27 外国人観光客への接遇の向上

施策28 外国人観光客の受入環境の整備

施策30 文化の違いへの対応

施策31 日本文化を生かしたおもてなしの充実

施策32 伝統文化に触れる場の提供

施策33 より深く川越まつりを知ってもらうためのＰＲ

施策34 観光サインの整備

施策36 多様な観光案内サービスの提供

基本方針１．新たな観光をつくりだそう

世界に発信しよう！EDOが粋づくまち　小江戸川越

政策1-⑺
他地域との連携による観光誘客

政策2-⑴
時勢を捉えた国内外への情報発信

政策2-⑵
外国人観光客を温かい気持ちで迎
える観光まちづくり

政策2-⑶
伝統文化の発信による観光誘客

政策2-⑷
誰もが利用しやすい観光案内サー
ビスの推進

基本方針２．外国人も楽しめる川越を演出しよう

施策29 観光施設の多言語化

施策35 観光案内所の充実

施策  2 歴史的価値がある建築物の活用

施策20 エコツーリズムの推進

政策1-⑸ 旅行会社、交通事業者
との共同企画の開発

地域におけるフィールドワークの場づくりの推進施策14

政策1-⑹
観光エリアの拡大

政策1-⑴
観光資源の発掘・磨き上げ

政策1-⑵
新たな観光への取組

政策1-⑶
観光と他産業との連携

施策  5 スポーツを通じた観光振興

政策1-⑷
教育機関との連携
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※下線が引いてある施策は、「見直しのポイント」（19～20 ページ）における「見直した施策」に該当します。   

施策37 川越らしさを生かした町並みの整備

施策38 ゆとりと潤いのある観光空間の創造

施策39 歴史的建造物の保存

施策40 安全かつ安心して楽しめる観光環境の推進

施策41 パークアンドライドの推進

施策42 一番街周辺の交通円滑化方策の検討

施策44 自転車・バイクの駐輪場の整備

施策45 観光客の増加対応

施策46 様々な観光客にやさしい観光環境の整備

施策48 休憩所の整備

施策49 観光ルートの活用

施策50 回遊性の向上

施策51 夜の観光の推進

施策52 宿泊観光の推進

施策53 定例イベントの充実

施策55 施設入館者のリピート促進

施策56 観光ガイドの育成

施策57 観光まちづくりリーダー養成等に向けた取組

施策58 川越まつりの継承

施策59 伝統芸能の保存と後継者育成

施策60 市民参加型・交流型観光事業の実施

施策62 市民からの情報発信

施策63 観光協会、商工会議所、DMO、商店街等との連携強化

施策65 市民向け観光講座の開催

施策66 「小江戸」をキーワードとしたＰＲ戦略

施策67 観光客の動向の把握

施策69 遠隔地の観光客に向けた観光プロモーション

施策70 小江戸川越大使等によるＰＲ

政策4-⑴
市民発・市民参加型の観光振興

政策3-⑴
快適なまち歩き空間の創出

施策43 川越市自転車シェアリングの活用

政策4-⑵
まち全体で取り組む受入環境の整
備

政策4-⑶
情報発信の戦略検討

政策3-⑵
安全かつ円滑なまち歩きの実現

政策3-⑶
快適な観光インフラ整備

政策3-⑷
滞在型観光の推進

政策3-⑸
リピーターを増やす仕掛けづくり

政策3-⑹
観光キーマンの育成

政策3-⑺
伝統の保存継承と担い手育成

基本方針４．地域全体で観光まちづくりを進めよう

施策61 市民に向けた観光情報の提供

施策64 接遇プラス１に向けた取組

施策68 ＳＮＳ等による観光情報の発信

施策47 快適な公衆トイレの整備

基本方針３．安心して観光を楽しめる環境をつくろう

施策54 川越ファンの拡大
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基本方針１．新たな観光をつくりだそう   政策１－（１） 観光資源の発掘・磨き上げ 

 

地域資源の掘り起こしに向けた調査・分析と新たな観光資源の発掘

を行います。 

また、歴史的な建築物を観光資源として活用し、歴史や伝統文化を

生かした新たな魅力創出を図るとともに、市内に残る伝統行事や伝統

芸能の調査・ＰＲ等を行い、観光客が伝統行事や伝統芸能にふれるこ

とのできる環境づくりを推進します。 

 

関連写真挿入 

 

市内及び川越ゆかりの地の観光資源の調査分析 

歴史的建造物や景観、人物、郊外の自然、産業観光、都市観光といった様々な観点から、新たな観光

資源の調査・分析を行います。  
歴史的価値がある建築物の活用 

歴史的風致維持向上計画(注9)に記載された、旧山崎家別邸などの歴史的な建築物を、観光資源として

活用していきます。また、旧川越織物市場の「文化創造インキュベーション(注10)施設」としての整備に

合わせ、観光資源としても活用を図ります。 

 

伝統芸能の活用 
市内に残る伝統行事や伝統芸能の調査・PR 等を行い、観光資源として活用するため、観光客に向け

て PR するとともに、伝統行事や伝統芸能にふれることのできる環境づくりを推進します。 

  政策１－（２） 新たな観光への取組 

 

アニメやロケーションサービス(注11)等の映像コンテンツを活用し

た観光施策やスポーツを通じた観光施策を推進し、新たな魅力の創出

を図ります。 

また、コンベンション(注12)の誘致に取り組むことで、地域経済の活

性化と交流・活動の機会の増加を図ります。 

関連写真挿入 

                                                    
（注9）歴史的風致維持向上計画：歴史的風致を維持及び向上させる施策を展開することにより、個性豊かな地域社会の実現

を図り、都市の健全な発展と文化の向上に寄与することを目的に作成した計画。 
（注10）インキュベーション：英語で“（卵等が）ふ化する”という意味になぞらえた、起業家の育成や新しいビジネスを支 

援すること。 
（注11）ロケーションサービス：市内における映画、ドラマ等のロケーション撮影を支援し、映像制作者が円滑に撮影を実

施できる環境を提供すること。 
（注12）コンベンション：国内外の人達が行う各種大会や会議、イベント等の催し。人、情報、物などの交流の場。 



２５ 

 

映像コンテンツを活用した観光施策 

「埼玉県観光づくり基本計画」の主要施策「アニメの聖地化の更なる推進」と連携し、アニメの活用

による新たな観光資源の発掘に取り組みます。 

また、市内でのロケ支援を行う「川越ロケーションサービス」事業を推進し、川越の知名度やイメー

ジの向上を図るとともに、地域への愛着が深まることを目指します。 

 

スポーツを通じた観光振興 

小江戸川越ハーフマラソンやウォーキングイベントなど、スポーツと既存の観光資源を結びつけ、幅

広い層からの観光誘客を図ります。 

 

コンベンション誘致の推進 
ウェスタ川越等の施設を活用し、関係機関や民間事業者等と、コンベンション誘致のための施策に取

り組みます。 

  政策１－（３） 観光と他産業との連携 

 

農業、商業、工業と連携し、地域資源を生かした新しい観光拠点の

整備や、川越産農産物、伝統工芸品等のブランド化により、新たな魅

力の創出を図ります。 関連写真挿入 

 

 

農業を生かした観光振興 
新たな魅力を創出するため、「おいしい川越農産物提供店認定」事業を活用するほか、芋掘り観光を

はじめとした農産物の収穫体験等を推進し、農業の 6 次産業化を推進します。 

 

グリーンツーリズムの推進 
農業ふれあいセンターを中心に、伊佐沼や田園など周辺の自然的景観や農業とのふれあいをコンセプ

トとしたグリーンツーリズムを推進します。また、農業者、宿泊業者、飲食業者等で構成する「蔵ｉｎ

ガルテン川越グリーンツーリズム推進協議会」との協働により、体験、食事、宿泊を柱とするグリーン

ツーリズムの取組を進めます。 

 

川越産農産物のブランド化 
イベント等を通じたＰＲやロゴマークの活用、市内飲食店との連携など、川越産農産物の内外への知

名度が向上する取組を進めます。また、紅赤や西町大根など、川越の伝統的農産物の振興を図ります。 

 

体験型産業観光の推進 
工場見学や伝統的な職人の技を体感できる体験型の産業観光を推進します。 

 

伝統工芸の活用 
市内にある伝統工芸品の調査・研究を行い、優れた商品の PR を行うことで、伝統工芸品のブランド

化を推進するとともに、観光資源として活用を図ります。 

 見直し施策 

 見直し施策 

 見直し施策 



２６ 

 

 

特産品等のブランド化 
川越の特産品や、郷土料理、B 級グルメ等を、小江戸川越観光協会の「川越セレクション」(注13)とし

て PR し、特産品等のブランド化を図ります。 

  政策１－（４） 教育機関との連携 

 

若年層の観光客誘致を図るため、市内及び首都圏の大学等と協

力体制を構築し、効果的な誘客施策に取り組みます。 

また、小・中学校の校外学習の利用促進に向けて、市内外の学

校に対して積極的にＰＲを行います。 

 

関連写真挿入 

 

 

若者を呼び込むための仕掛けづくり 

市内及び首都圏の大学等と協力体制を構築し、若者誘客をはじめとした効果的な観光誘客施策に取り

組みます。 

 

地域におけるフィールドワークの場づくりの推進 
学生の視点でまちおこしを考える機会を設けるため、地域のコミュニティや商店街等と連携し、学生

にとってフィールドワークがしやすい場づくりを推進します。 

 

小・中学校の校外学習の推進 
校外学習の利用促進を図るため、市内外の学校に対して積極的に PR を行います。また、海外からの

教育旅行を誘致するための取組も行います。 

  政策１－（５） 旅行会社、交通事業者との共同企画の開発 

 

旅行会社や交通事業者と連携し、川越観光ツアーの誘致に取り

組むことで、多様化する観光客のニーズに対応した観光資源の発

掘・磨き上げを行います。 

また、鉄道事業者やバス会社などの交通事業者と連携し、アク

セスしやすい観光環境の整備を行うとともに、交通事業者との共

同企画・共同イベントにより、観光客誘致を図ります。 

 

 

関連写真挿入 

                                                    
（注13）川越セレクション：川越産品のイメージアップを図るため、「地域ブランド品認定制度」を確立し、認定・推奨して

全国にアピールすることを目的としている。 

 見直し施策 



２７ 

 

着地型観光の推進による川越観光ツアーの誘致 
旅行商品の企画コンペや旅行会社向けのモニターツアーなど、旅行会社やバス会社に対して、川越観

光ツアーの企画・販売を促す取組を行います。また、従来型の一般的な観光ツアーだけではなく、リピ

ーターにも楽しんでもらえるよう、テーマを絞った新しいモデルルート等を旅行会社やバス会社に提案

します。 

 

交通事業者との連携 

鉄道事業者やバス会社などの交通事業者と連携し、日本人はもとより、外国人旅行者もアクセスしや

すい観光環境の整備を行うとともに、ＭａａＳや交通事業者との共同企画・共同イベントにより、さら

なる観光客誘致を図ります。 

  政策１－（６） 観光エリアの拡大 

 

観光エリアを拡大し、滞在時間の延長を図るため、一部の観光

エリアだけでなく、郊外エリアの観光資源、自然環境、水辺空間

などの魅力をＰＲし、さらなる観光誘客につなげます。 

 
関連写真挿入 

 

 

郊外エリアへの誘客促進 
河越館跡などの郊外エリアにある観光資源の活用促進を図ります。また、埼玉川越総合地方卸売市場

の開放日等の周知による誘客を行い、観光エリアの拡大を図ります。併せて、移動手段の確保を推進し

ます。  
水辺空間のネットワーク化 

新河岸川や伊佐沼、安比奈親水公園などの水辺空間をネットワーク化することや周遊ルートの作成に

より、市民も親しむことのできる郊外の観光資源として、水辺空間の有効活用を図ります。  
エコツーリズムの推進 

市民の森などの郊外の森林を活用し、ウォーキングや森林浴など、自然環境を生かした体験型観光の

場の整備を図ります。 

 

季節の花を楽しむ場の創出 
花マップの作成など、既存の花のスポットをＰＲするとともに、郊外における新たな花の名所づくり

を推進します。 

 

公園の環境整備の促進 
郊外の公園の環境整備を推進し、郊外の観光拠点として活用を図ります。 

 見直し施策 
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  政策１－（７） 他地域との連携による観光誘客 

 

埼玉県川越都市圏まちづくり協議会（レインボー協議会）(注14)

を構成する６市町や近隣の自治体とのネットワーク、歴史的経緯

や地域の特色に共通点のある自治体との連携により、広域観光を

推進していきます。 

 

関連写真挿入 

 

広域観光の推進 
埼玉県川越都市圏まちづくり協議会（レインボー協議会）を構成する６市町や近隣の自治体とのネッ

トワークを生かし、広域観光キャンペーン等の取組を推進します。 

 

共通のテーマを生かした広域観光の推進 
歴史的背景や地域の特色など、共通するテーマを生かした広域観光について関係する自治体と連携し、

推進していきます。   

                                                   
（注14）埼玉県川越都市圏まちづくり協議会（レインボー協議会）：川越市、坂戸市、鶴ヶ島市、川島町、毛呂山町、越生町

の 3 市 3 町で構成され、歴史・文化のつながりが深く、道路や鉄道により生活圏域が密着している地域において、お

互いに連携・協力しながら広域行政の推進に努めている。 



２９ 

 

基本方針２．外国人も楽しめる川越を演出しよう   政策２－（１） 時勢を捉えた国内外への情報発信 

 

外国人観光客誘致を推進するため、本市への来訪者が多いアジ

アを中心に、ＩＣＴ等を活用した効果的な情報発信を行います。 

また、日本に在住している外国人に対しても、川越の魅力や観

光情報を発信し、日本在住外国人のネットワークを通じた外国人

観光客誘致に取り組みます。 

関連写真挿入 

 

 

外国人観光客に向けた情報発信 
海外に川越の魅力を発信するため、ICT（情報通信技術）等を活用したプロモーションを推進します。 

 

日本在住外国人への情報発信 
日本在住外国人に対して、川越の魅力や観光情報を発信します。また、在日大使館も含め、外国の要

人が集まる催し等でも積極的に PR を行います。   政策２－（２） 外国人観光客を温かい気持ちで迎える観光まちづくり 

 

外国人が安心してまち歩きを楽しめるよう、外国人に対する受

入力の向上やハード面における外国人観光客の受入環境の整備

を図ります。 

さらに、多様化する外国人観光客のニーズに対応するため、川

越ならではの食文化、和文化を生かした誘客施策についても取り

組みます。 

関連写真挿入 

 

 

外国人観光客への接遇の向上 
関係機関・事業者と連携し、観光事業者向けの英会話教室や接遇講座を実施することで、外国人観光

客に対する受入力の向上を目指します。 

 

外国人観光客の受入環境の整備 
無料Ｗi-Ｆi(注15)の整備、キャッシュレス決済対応の促進等により、外国人観光客の受入環境の整備を

図ります。 

                                                    
（注15）無料Ｗi-Ｆi：国内外からの来訪者等の利便性向上、観光・交通情報等の発信力強化、イベントや災害時の情報伝達

手段の充実を目的とした誰でも無料で利用できる公衆無線 LAN サービス。 

 見直し施策 



３０ 

 

観光施設の多言語化 
川越まつり会館等の観光施設内における案内表示の多言語化や、案内スタッフの外国語対応を進めま

す。 

 

文化の違いへの対応 
外国人観光客に対して、食事のマナーや施設の利用方法などを分かりやすく表示し、外国人観光客が

快適に過ごすことのできる環境づくりや多様な食習慣・食文化を有する外国人観光客への対応に努めま

す。 

 

日本文化を生かしたおもてなしの充実 
蔵造りの町並みなどの歴史的景観や雰囲気を生かし、着物や川越まつりなどの体験型観光を推進しま

す。また、うなぎ料理や芋料理、地酒など、川越ならではの食文化や和文化を楽しめる環境の充実を図

ります。   政策２－（３） 伝統文化の発信による観光誘客 
 

川越の魅力を国内外に向けてＰＲするため、伝統芸能などを鑑

賞する場を設け、伝統芸能や伝統文化の発信に取り組んでいきま

す。 

また、情報発信の工夫や川越まつり会館の活用により、川越ま

つりに親しみ、楽しめる環境づくりに努めます。 

 

関連写真挿入 

 

伝統文化に触れる場の提供 
伝統芸能などを鑑賞する場を設けることにより、観光客に対して伝統芸能や伝統文化の発信に取り組

んでいきます。  
より深く川越まつりを知ってもらうための PR 

情報発信の仕方を工夫することで、海外や幅広い世代に、川越まつりの見せ方や楽しみ方を提供して

いきます。また、外国人の山車曳き体験やお囃子の体験、川越まつり会館の活用により、川越まつりに

親しみ、深く知ることのできる場を提供します。 
  政策２－（４） 誰もが利用しやすい観光案内サービスの推進 

 

外国人をはじめとした観光客に対して適切な案内を行うため、

観光案内サインの充実を図ります。また、観光客のニーズに合わ

せ、災害情報も含めた多様な観光情報を提供できるよう、観光案

内所の利便性向上を図るとともに、ＩＣＴ（情報通信技術）等を

活用した観光案内サービスの導入を推進します。 関連写真挿入 

 

 見直し施策 



３１ 

 

 

観光サインの整備 
外国人をはじめとした観光客に対して適切な案内を行うため、多言語表記の見直しなど、観光サイン

類の充実を図ります。  
観光案内所の充実 

外国人観光客のニーズに合わせ、災害情報も含めた多様な観光情報を提供できるよう、案内所スタッ

フの外国語対応など、観光案内所の利便性向上、機能の充実を図ります。 

 

多様な観光案内サービスの提供 
外国人観光客等の様々なニーズに対応するため、ＩＣＴ（情報通信技術）等を活用した観光案内サー

ビスの導入を推進します。  



３２ 

 

基本方針３．安心して観光を楽しめる環境をつくろう   政策３－（１） 快適なまち歩き空間の創出 

 

歴史的な景観の保存により川越らしさを表現した町並みを整

備するとともに、市民花壇の設置などにより、ゆとりと潤いある

町並みを整備します。 

また、歩車道分離などにより、観光客の安全性にも配慮した、

快適なまち歩き空間の創出を図ります。 

 

関連写真挿入 

 

川越らしさを生かした町並みの整備 
歴史的な景観の保存とともに、歩車道分離・路地の整備により、川越の町並みを快適に楽しめる空間

を提供します。 

 

ゆとりと潤いのある観光空間の創造 
市民花壇の設置、公共的空間と建物等が一体となった都市景観の形成などを推進し、ゆとりと潤いの

ある空間を通じた観光交流の拡大を推進します。 

 

歴史的建造物の保存 
時の鐘、川越城本丸御殿、蔵造り資料館などの歴史的建造物の保存を図ります。 

 

安全かつ安心して楽しめる観光環境の推進 
観光客が安全かつ安心して快適に過ごせるよう、観光エリアにおける防災面の強化等を図ります。   政策３－（２） 安全かつ円滑なまち歩きの実現 

 

安全かつ円滑なまち歩きの実現を図るため、パークアンドライ

ド(注16)の利用促進や歩行者天国等の実施により、市街地における

交通円滑化や一番街等における観光客の安全確保に向けた取組

を推進します。 

また、観光客増加に伴う交通や環境等に関する課題の解決を図

るため、体制整備や対策の協議を行います。 

 

 

 

関連写真挿入 

 

                                                   
（注16）パークアンドライド：都心の外縁部や都市周辺部の鉄道駅等の駐車場まで自動車でアクセスし、公共交通機関（バ

スなど）に乗り換えて、目的地まで移動する方法。 



３３ 

 

パークアンドライドの推進 
郊外型駐車場を活用し、パークアンドライドの利用促進につながる取組を実施します。 

また、市街地における交通円滑化を進めるため、普通車や観光バスを受け入れる郊外型駐車場の拡

大・新設等を推進します。  
一番街周辺の交通円滑化方策の検討 

観光客の安全を確保するため、歩行者天国の実施など、一番街における適切な交通規制の検討を行い

ます。また、交通渋滞を緩和するための交差点での右折レーンの導入など、一番街周辺への交通円滑化

に向けて、地元および関係機関との協議を進めます。  
川越市自転車シェアリング(注17)の活用 

川越市自転車シェアリングの観光への活用を図るため、観光客の利用ニーズの把握、サイクルステー

ションの配置の適正化に努めます。  
自転車・バイクの駐輪場の整備 

自転車やバイクで本市を訪れる観光客のため、観光エリアにおける駐輪場の整備を推進します。 

 

観光客の増加対応 
観光客の増加に伴う交通渋滞や歩行客の車道へのはみ出し等の交通課題、ゴミのポイ捨てや道路汚損

等の環境問題を中心とする各種課題の解決を図るため、庁内の体制整備、関連部局間での情報共有及び

対策の協議を行い、商店街等、関連団体と共に持続可能な観光の推進と市民の生活環境の維持・向上の

両立を図ります。   政策３－（３） 快適な観光インフラ整備 

 

高齢者や障害者、乳幼児同伴の観光客など、誰もが利用しやすい

環境を整備するため、バリアフリー化の推進や公衆トイレ、観光施

設内のトイレの改修等を行います。 

また、商店街の店舗等と協力し、休憩スペースの充実を図ります。 

 

 

関連写真挿入 

 

様々な観光客にやさしい観光環境の整備 
高齢者や障害者、乳幼児同伴の観光客が利用しやすいよう、観光施設や観光エリア内の店舗等のバリ

アフリー化を促進します。 

 

快適な公衆トイレの整備 
観光エリアにある公衆トイレや観光施設内のトイレの改修等を行います。                                                    

（注17）川越市自転車シェアリング：自転車を共同利用するサービス。街中のステーションで自転車の貸出・返却が可能。 

 見直し施策 
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休憩所の整備 
観光エリア内の店舗等と協力し、観光客が気軽に利用できる休憩スペースの充実を図ります。   政策３－（４） 滞在型観光の推進 

 

滞在時間の延長を図るため、観光資源をうまく組み合わせて回

遊性を高めるとともに、町並みのライトアップなど、夜の観光の

魅力創出に取り組みます。 
関連写真挿入 

  
観光ルートの活用 

「小江戸川越みどころ観光９０コース」など、既存の観光コースの周知・活用を行うとともに、新た

な観光ルートの開発を推進します。  
回遊性の向上 

蔵造りの町並み周辺の街路を整備し、歴史的建造物を結ぶ回遊路を形成することで、観光客の回遊性

の向上を図ります。  
夜の観光の推進 

町並みのライトアップ、夜の観光ツアー、食のイベントなどを開催し、夜のまちなか観光の魅力創出

を推進していきます。  
宿泊観光の推進 

関係機関や民間事業者等と連携し、多様な宿泊形態について検討し、宿泊観光の推進を図ります。   政策３－（５） リピーターを増やす仕掛けづくり 

 

リピーターの増加に向け、川越まつりなどの定例イベントを

充実させるとともに、ウィークデーの時期や郊外での新たなイ

ベントの開催や、ソーシャルメディアを通じた情報発信によ

り、観光を楽しめる機会の増加を図ります。 

 

 

関連写真挿入 

 

定例イベントの充実 
川越まつりをはじめとした定例のイベントに新しい取組を追加することで、イベントの充実によるリ

ピーターの増加を図ります。また、観光客の分散化を図るため、ウィークデーの時期や郊外でのイベン

ト開催を推進します。 

 見直し施策 
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川越ファンの拡大 
川越に興味を抱き、川越を応援する人または訪れる人が増えるよう、ソーシャルメディアを通じて川

越の魅力を発信することで、リピーターの確保及び交流人口の増加に努めます。 

また、これらにより、「みんなで支える観光基金」への寄附の増大を図り、観光振興に係る財源の確

保に努めます。 

 

施設入館者のリピート促進 
観光施設等の年間パスポートの発行等により、施設入館者のリピーターの増加を促します。   政策３－（６） 観光キーマンの育成 

外国語観光ボランティアガイドや、マネジメント・企画立案など、専門性が高く観光事業を担える人

材育成に取り組みます。 

 

観光ガイドの育成 
既存の観光ガイドに加えて、外国語観光ボランティアガイドの育成や幅広い年齢層による観光ガイド

の育成及び東京 2020 大会都市ボランティアの活用を図っていきます。 

 

観光まちづくりリーダー養成等に向けた取組 
産学と連携し、マネジメント力や企画立案力に優れた専門性の高い人材育成のための取り組みを行い

ます。   政策３－（７） 伝統の保存継承と担い手育成 

 

伝統文化の継承や担い手の不足といった問題に対応するため、

川越まつりや県、市の文化財になっている伝統行事の保存継承と

後継者育成に取り組みます。 関連写真挿入 

 

 

川越まつりの継承 
川越まつりの後継者育成や企画・運営の担い手の確保を推進するとともに、山車・屋台等の修理・保

存を支援します。 

 

伝統芸能の保存と後継者育成 
指定文化財になっている伝統芸能等の保存と後継者育成を図ります。  

 見直し施策 

 見直し施策 
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基本方針４．地域全体で観光まちづくりを進めよう   政策４－（１） 市民発・市民参加型の観光振興 

 

市民が住んでいるまちに誇りと愛着を持つことができるよう、市民発の企画で自らがすることができ

たり、観光客との交流を図ることができる事業を推進します。 

また、観光情報を市民に分かりやすく提供するとともに、市民発の観光情報を発信できる環境整備や、

市民と観光客の交流の場の提供などに取り組みます。 

 

市民参加型・交流型観光事業の実施 
市民が住んでいるまちに誇りと愛着を持つことができるよう、市民発の企画で自らも参加することが

できたり、観光客との交流を図ることができる事業等を推進します。 

 

市民に向けた観光情報の提供 
広報紙やホームページを通じて、観光情報や観光行政の取組などの情報を市民に分かりやすく提供し

ます。 

 

市民からの情報発信 
市民発の観光情報や市民主催のイベント情報を、市民から発信できる環境を整備していきます。 
  政策４－（２） まち全体で取り組む受入環境の整備 

 

観光客に対するおもてなしの向上を図るため、「接遇プラス

１」を合言葉に、接遇の向上や観光客のおもてなしに関する講

座等を実施するなど、まち全体で受入環境の向上に取り組む体

制づくりに努めます。 

 

関連写真挿入 

 

 

観光協会、商工会議所、ＤＭＯ、商店街等との連携強化 
観光協会、商工会議所、ＤＭＯ、商店街等と連携し、観光施策やイベント等の共同企画を実施するこ

とで、さらなるまちのにぎわい創出を図ります。  
接遇プラス１に向けた取組 

「接遇プラス１」を合言葉とし、観光事業者を対象にした接遇の向上や観光客のおもてなしに関する

講座等を実施します。   

 見直し施策 

 見直し施策 
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市民向け観光講座の開催 
市民がまちの案内をできるよう、市民を対象とした観光講座などを通して、川越に関する知識を増や

すことにつながる機会を提供します。   政策４－（３） 情報発信の戦略検討 

 

新たな手法で来訪者の観光動向の把握及び誘客手法の検討

を行うとともに、ＳＮＳの活用や広告による宣伝などのプロモ

ーションにより、ターゲットを明確にした効果的なシティプロ

モーションを推進します。 

 

関連写真挿入 

  
「小江戸」をキーワードとしたＰＲ戦略 

栃木市、千葉県香取市の小江戸２市と連携し、「小江戸」ブランドの普及向上を図ります。  
観光客の動態把握 

ＧＰＳ機能により蓄積されるビッグデータ(注18)等を活用して観光客の動態把握に努めるとともに、デ

ータを活用した観光客の分散化や誘客手法を推進します。  
ＳＮＳ等による観光情報の発信 

ＳＮＳを活用した多様な観光情報を発信し、フォロワー等の増加に努めます。また、川越市マスコッ

トキャラクターときもを積極的に活用し、川越の魅力を広くＰＲします。  
遠隔地の観光客に向けた観光プロモーション 

関東地方以外からの観光客の来訪を促すため、遠隔地における観光キャンペーンや広告による宣伝な

どのプロモーションを実施します。  
小江戸川越大使等によるＰＲ 

小江戸川越大使(注19)及び小江戸川越観光親善大使(注20)等を通じて、川越にゆかりのある著名人による

本市のＰＲを行います。 

                                                     
（注18）ビッグデータ：インターネット上を行き交うデータなど、日々生み出される膨大なデータのこと。 
（注19）小江戸川越大使：「小江戸川越」の魅力を国内外に伝えるために委嘱された、川越市とのゆかりがあり、様々な分野

で活躍されている 4 名。 
（注20）小江戸川越観光親善大使：「小江戸川越」の全国への PR に向けて委嘱された、川越市のイメージアップのために活

動している民間団体及び市民。 
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第６章 計画の実現に向けて  
６-１．役割分担  

観光地域づくりは、市、観光協会、商工会議所、ＤＭＯをはじめとした観光関連団体、市民が各々の

役割を認識し、各主体間における協働と連携による取組を進めていく必要があります。このため、本計

画を推進するにあたり、市の役割と各主体に期待する役割を次のように位置づけます。  
市（行政）の役割 

観光施設の整備など、観光振興を図る上で必要となるインフラ整備を推進します。 

また、市の関係部局間での連携を図るとともに、国・県を始め、関係市町村や観光関連団体、民間

事業者、市民との協働による取組や調整を行い、総合計画や本計画に基づく施策を推進します。 

あわせて、各主体が取り組む事業を支援し、観光による地域の活性化を図る役割を担います。  
観光協会の役割 

観光振興の中心的な役割を担う民間団体として、会員や関連団体等との連携を図りながら、まちに

賑わいを創出するための各種事業を実施します。 

また、観光情報を収集のうえ、WEB サイトや SNS で発信するとともに、関係各所に出向いて積極

的な観光プロモーションを実施する役割を担います。  
商工会議所の役割 

市内の商工業事業者により構成される商工会議所は、観光振興においても企業・事業者と産業関係

機関との調整役として、市や観光協会などが実施する観光振興施策に協力しながら、地域経済の発展

を担います。  
ＤＭＯ川越の役割 

観光関連の調査、分析により導き出したデータを基に観光客の動態把握や事業提案を行うマーケテ

ィング機能を導入するとともに、観光地域づくりを行う関係者（行政を含む）の調整及び合意形成を

はじめとした事業を実施します。 

また、本計画と相互に補完する関係にある「観光戦略」の進捗管理を行う役割を担います。  
観光関連事業者の役割 

観光振興を図るためには、地域経済の主役である農業、商業、工業、まちづくり会社、NPO 法人

を含めた市民団体などの観光関連団体の取組が重要です。観光産業の担い手として、各自が持つノウ

ハウの質の向上に取り組むとともに、行政や観光関連団体、事業者間との連携強化により、本市の魅

力向上に努める役割を担います。 
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市民の役割 

本市を訪れた方に満足していただくためには、市民一人ひとりが温かく迎え入れ、川越の魅力を伝

えることが重要です。そのためには、市民それぞれの立場で郷土に誇りと愛着を持ち、観光まちづく

りに参加・協力をすることが求められます。  
学校教育・社会教育の役割 

行政や観光関連団体、事業者間との連携によって、郷土に誇りと愛着を持てるような教育プログラ

ムを開発します。地域の文化や歴史、自然を生かした体験学習の充実を図ります。 

 

 

６-２．財源  
歳入 

 新型コロナウイルス感染症の影響による市税収入の見通しが不透明な中であっても、本計画に基づ

く施策を推進するため、国・県等の補助金・交付金を活用するとともに、下記における入館料・利用

料や、基金・寄附金をはじめとする多様な収入源の確保に努めます。  
① 観光施設の入館料・利用料 

 観光客が入館料又は利用料を支払ったうえで利用する主な施設として、川越まつり会館、旧山崎

家別邸、市営駐車場（市庁舎北側・南側駐車場）があります。 

 これら施設の入館促進を図り、利用料・入館料の増加に繋げます。 

 

② みんなで支える観光基金 
 本市のふるさと納税制度における納税された寄附金の使いみちとして「みんなで支える観光基金

に積み立てて活用」が指定されると、観光振興に係る事業に活用することができます。 

 受入環境の整備や川越まつりの山車・屋台の保存修理に係る支援をはじめとして、幅広い活用を

進めます。 

 

③ 企業版ふるさと納税（注21） 

 積極的な募集を図り、地方創生プロジェクトの一つである観光振興に係る事業への活用を進めま

す。 

 

 

 

 

                                                    
（注21） 企業版ふるさと納税：国が認定した地方公共団体の地方創生プロジェクトに対して企業が寄附を行った場合に、

法人関係税が税額控除される仕組み。 
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歳出 

  観光関連における歳出額（観光課所管事業の歳出決算額）は以下のとおりです。 

  令和 2 年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、川越まつりをはじめとするイベント等が中

止となったこと等により歳出額が減少しました。 

  今後も新型コロナウイルス感染症の収束が不透明な中で、景気回復はしばらく先になると見込まれ

るため、これまで以上に限られた歳出予算での事業執行が求められます。 
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６-３．数値目標 
 

数値目標 

 本計画の実現に向けて、以下の８つの数値目標を設定します。 

 

No 指 標 
平成 26 年 

（基準値） 

令和 2 年 

（実績値） 

令和 7 年 

（目標値）※③ 
指標の把握方法 

1 観光客数 657.9 万人 385 万人 750 万人 
◆把握方法 

川越市入込観光客数 

2 
観光客のリピー

ターの割合 
46.3％ 64.5％ 60.0％ 

◆把握方法 

観光アンケート調査 

３ 
外国人観光客数

の割合 
1.1％ 1.0％ 3.0％ 

◆把握方法 

川越市入込観光客数 

4 
観光時間半日以

上の観光客割合 
55.6％ 69.5％ 65.0％ 

◆把握方法 

観光アンケート調査 

5 宿泊観光客割合 2.8％ 4.7％ 4.0％ 
◆把握方法 

観光アンケート調査 

6 
観光地立ち寄り

箇所 ※① 
4.4 箇所 3.8 箇所 8 箇所 

◆把握方法 

観光アンケート調査 

7 平均観光消費額 4,166 円 4,065 円 5,200 円 
◆把握方法 

観光アンケート調査 

8 
市民の観光に対

する重要度 ※② 

（新たな観光事業の推進） 

0.73 

（観光環境の整備） 

0.79 

※重要度の平均値 

0.91 

（観光の振興） 

0.81 

 

 

※重要度の平均値 

0.92 

全体の 

平均値以上 

◆把握方法 

川越市市民満足度

調査 

※①「観光地立ち寄り箇所」について 

観光アンケート調査において、今回の川越観光で何ヶ所の観光スポットに立ち寄ったかを聞き取り、その平均値を「観光地立ち寄り

箇所」として算出しています。 

 

※②「市民の観光に対する重要度」について 

 川越市総合計画の策定時期に「川越市市民満足度調査」を実施しており、当該計画に位置付ける施策毎に市民の方々にとっての「重

要度」及び「満足度」を調査しています。本計画においては、当該調査における観光の施策の重要度（平成 26 年は「新たな観光事業

の推進」が 0.73、「観光環境の整備」が 0.79）が施策全体の平均値（平成 26 年は 0.91）を上回ることを目標としています。 

 

※③ 

令和２年の実績値が令和７年の最終目標値を既に超えている指標がありますが（No2,No4,No5）、コロナ禍による一時的な変動分が

含まれており、収束後に低下する可能性が高いこと、また、No1 から No4 の指標については、上位計画である第四次川越市総合計画

と同じ指標を採用していること等から、中間見直しにおいては、全ての指標を現計画のまま据え置くこととしました。 
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第７章 計画の策定経過  
７-１．組織体制  

川越市観光振興計画審議会 

学識経験者、市内の関係団体等の代表者、市民で構成され、「川越市観光振興計画策定委員会・部会」

からの報告を受けて、計画に位置付ける施策、その他の観光振興に関する事項について審議し、施策の

見直しや新たな施策・事業の具体化について提言を行います。 

 

川越市観光振興計画策定委員会・部会 

観光振興に係る事業を所管する庁内の部相当の部長級で構成される策定委員会、課相当の所属長で構

成される策定部会の２つの組織において、計画に位置付ける施策の内容等を検討し、審議内容について

「川越市観光振興計画審議会」に報告します。 

計画策定後は、施策の進捗管理を行い、実施状況の整理、効果の検証、問題点の把握等を行います。  
７-２．川越市観光振興計画（平成２８年度）の策定経過  

川越市観光振興計画審議会 

① 委員 

会 長  溝尾 良隆  元帝京大学経済学部 地域経済学科 

副会長  安島 博幸  跡見学園女子大学観光コミュニティ学部 観光デザイン学科 

谷島 賢   一般社団法人埼玉県旅行業協会 川越支部 

委 員  松山 潤   川越商工会議所 

山田 禎久  公益社団法人小江戸川越観光協会 

大野由美子  川越市畜産振興協議会 

清水 雅子  ＮＰＯ法人川越蔵の会 

栗原 裕子  川越市女性団体連絡協議会 

（川越商店街連合会やまぶき川越おかみさん会） 

井伊 重之  公募による市民 

中村 仁   公募による市民 

 

② 検討状況 

   第 1 回 平成 27（2015）年 6 月 1 日 

       ○次期川越市観光振興計画の策定について 

   第 2 回 平成 27（2015）年 8 月 11 日 

       ○次期川越市観光振興計画の素案について 

   第 3 回 平成 27（2015）年 11 月 24 日 

       ○次期川越市観光振興計画の原案について 
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   第 4 回 平成 28（2016）年 2 月９日 

       ○次期川越市観光振興計画（案）について  
川越市観光振興計画検討委員会 

① 委員 

委員長  産業観光部長 

副委員長 政策財政部長 

委  員 報道監兼オリンピック大会準備担当理事、文化スポーツ部長、環境部長、都市計画部

長、教育総務部長 

 

② 検討状況 

   第 1 回 平成 27（2015）年 5 月 18 日 

       ○次期川越市観光振興計画の策定について 

   第 2 回 平成 27（2015）年 7 月 31 日 

       ○次期川越市観光振興計画の素案について 

   第 3 回 平成 27（2015）年 10 月 28 日 

       ○次期川越市観光振興計画の原案について 

 

川越市観光振興計画検討部会 

① 部会員 

部会長  観光課長 

副部会長 政策企画課長 

部会員  広報室長 

     オリンピック大会準備室長、文化芸術振興課長、スポーツ振興課長、国際文化交流課

長、美術館長、環境政策課長、産業振興課長、農政課長、都市計画課長、都市景観課

長、交通政策課長、公園整備課長、文化財保護課長、博物館長 

 

② 検討状況 

   第 1 回 平成 27（2015）年 5 月 22 日 

       ○次期川越市観光振興計画の策定について 

   第 2 回 平成 27（2015）年 7 月 17 日 

       ○次期川越市観光振興計画の素案について 

   第 3 回 平成 27（2015）年 10 月 23 日 

       ○次期川越市観光振興計画の原案について 

第 4 回 平成 27（2015）年 11 月 19 日 

       ○次期川越市観光振興計画の原案について   
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７-３．川越市観光振興計画改訂版（令和３～４年度）の策定経過 
川越市観光振興計画審議会 

① 委員 

会 長 溝尾 良隆  立教大学名誉教授 

副会長 安島 博幸  立教大学名誉教授 

委 員 井上 敏秀  一般社団法人ＤＭＯ川越 

加藤 榮壽  いるま野農業協同組合 

栗原 裕子  川越市女性団体連絡協議会 

松山 潤  川越商工会議所 

谷島 賢   一般社団法人埼玉県旅行業協会川越地区 

山田 禎久  公益社団法人小江戸川越観光協会 

大野 孝  公募による市民 

恩田 美也子 公募による市民 

② 検討状況 

第１回 令和３年１１月２５日 

    第二次川越市観光振興計画の中間見直しについて 

第２回 令和４年１月２５日 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 

第３回 令和４年○月○日 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 

第４回 令和４年○月○日 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 

 

川越市観光振興計画検討委員会 

① 委員 

委 員 長 産業観光部長 

副委員長 教育総務部長 

委  員 秘書広報監、総合政策部長、オリンピック大会担当部長、文化スポーツ部長 

環境部長、都市計画部長、建設部長 
 

② 検討状況 

第１回 令和３年１１月１７日 

    第二次川越市観光振興計画の中間見直し素案について 

第２回 令和４年１月１８日 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 

第３回 令和４年○月○日 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 

第４回 令和４年○月○日 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 
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（３）川越市観光振興計画検討部会 

① 部会員 

部 会 長 観光課長 

副部会長 産業振興課長 

部 会 員 広報室長、防災危機管理室長、政策企画課長、オリンピック大会室長 

文化芸術振興課長、スポーツ振興課長、国際文化交流課長、美術館長 

環境政策課長、農政課長、都市計画課長、都市景観課長、交通政策課長 

公園整備課長、道路街路課長、用地課長、道路環境整備課長、文化財保護課長 

博物館長 

 

② 検討状況 

第１回 令和３年１１月５日 

    第二次川越市観光振興計画の中間見直し素案について 

第２回 令和３年１２月２０日（文書開催） 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 

第３回 令和４年○月○日 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 

第４回 令和４年○月○日 

    第二次川越市観光振興計画改訂版について 
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